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要　　　　　約

15歳雄の日本猫の左上顎第1前臼歯歯肉部頬側に腫瘤が認められた．腫瘤は肉眼的に歯肉と境界不明瞭で，歯肉と同

色を示した．病理組織学的に，サイトケラチン陽性の歯原性上皮様の腫瘍細胞が，シート状あるいは索状に増殖してい

た．また，腫瘍細胞に接するように，石灰沈着を伴なった，Direct fast scarlet染色陽性のアミロイド沈着が認められ

た．以上の所見から，アミロイド産生性歯原性腫瘍と診断した．―キーワード：アミロイド，猫，歯原性腫瘍．
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